
官

庁

報
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平成™™年š月˜œ日 月曜日 第œ™�™号官 報

官

庁

事

項

登
録
小
型
船
舶
教
習
所
の
登
録
事
項
の
変
更
に
関
す
る
公
示

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
小
型
船
舶
教
習
所
に
係
る
登
録
事
項
の
変
更
の
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
十
五
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
公

示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構

代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）

河
野
伊
一
郎

（
変
更
後
）

林

勇
二
郎

登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
の
登
録
事
項
の
変
更
に
関
す
る
公
示

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す

る
第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
に
係
る
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
十
五
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一

登
録
船
舶
職
員
養
成
実
施
機
関
の
名
称

（
変
更
前
）

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構

富
山
商
船
高
等
専
門
学
校

（
変
更
後
）

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構

富
山
高
等
専
門
学
校

二

登
録
船
舶
職
員
養
成
実
施
機
関
の
住
所

（
変
更
前
）

富
山
県
射
水
市
海
老
江
練
合
一
番
二

（
変
更
後
）

富
山
県
富
山
市
本
郷
町
十
三

三

代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）

河
野
伊
一
郎

（
変
更
後
）

林

勇
二
郎

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
の
登
録
事
項
の
変
更
に
関
す
る
公
示

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
実
施
機
関
に
係
る
登
録
事
項

の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
十
五
第
二
号
の
規
定
に

よ
り
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
実
施
の
名
称

堀
川

正
志

^

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
実
施
機
関
の
住
所

（
変
更
前
）

福
岡
県
福
岡
市
城
南
区
金
山
団
地
六
番
五
〇
一
号

（
変
更
後
）

福
岡
県
福
岡
市
早
良
区
室
見
四
丁
目
二
十
番
二
十
二
の
二
〇
六
号

_

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

（
変
更
前
）

福
岡
県
福
岡
市
城
南
区
金
山
団
地
六
番
五
〇
一
号

（
変
更
後
）

福
岡
県
福
岡
市
早
良
区
室
見
四
丁
目
二
十
番
二
十
二
の
二
〇
六
号

二

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
実
施
機
関
の
名
称

株
式
会
社
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

^

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
実
施
機
関
の
住
所

（
変
更
前
）

東
京
都
港
区
西
新
橋
三
丁
目
二
十
五
番
四
十
七
号
愛
宕
マ
ー
ク
ビ
ル
四
階

（
変
更
後
）

東
京
都
新
宿
区
市
谷
本
村
町
二
の
十
一
外
濠
ス
カ
イ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
二
〇
一
号

二
〇
三
号

_

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

（
変
更
前
）

東
京
都
港
区
西
新
橋
三
丁
目
二
十
五
番
四
十
七
号
愛
宕
マ
ー
ク
ビ
ル
四
階

（
変
更
後
）

東
京
都
新
宿
区
市
谷
本
村
町
二
の
十
一
外
濠
ス
カ
イ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
二
〇
一
号

二
〇
三
号

登
録
海
技
免
許
講
習
の
登
録
事
項
の
変
更
に
関
す
る
公
示

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
登
録
海
技
免
許
講
習
に
係
る
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
十
五
第
二
号

の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一

登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
の
名
称

（
変
更
前
）

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構

富
山
商
船
高
等
専
門
学
校

（
変
更
後
）

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構

富
山
高
等
専
門
学
校

二

登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
の
住
所

（
変
更
前
）

富
山
県
射
水
市
海
老
江
練
合
一
番
二

（
変
更
後
）

富
山
県
富
山
市
本
郷
町
十
三

三

代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）

河
野
伊
一
郎

（
変
更
後
）

林

勇
二
郎

Ÿ
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